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令和元年度  小牧市農政推進協議会  議題  

（１ ）令 和 元 年 度事 業報 告 につ いて  

ア  令和 元 年度 需要 に応 じ た米 生産 の推 進 につ いて  

   ● 米 の需 要量 に関 す る目 安  

・米 の生 産 数量 目標 （目 安 ）        1 , 4 9 9 t  

    ・ 配分 基準 単収          5 0 9 k g／ 1 0 a  

    ・ 作付 目標 面積 （ 目安 ）                2 9 5 h a  

    ・ 主食 用 水 稲作 付 面積          3 8 4 h a（ 1 , 9 5 5 t） 

    ● 経 営所 得安 定対 策 等加 入状 況  

    ・ 経営 所得 安定 対 策 等 交付 金交 付 申請 者  1 2 名  

 

イ  農業 体 験事 業  

   ・野 菜 栽 培の 講座・実 習 によ って 、市 民 の園 芸知 識 や技能

を高 め、新 規就 農者 の育 成 を図 るた め、農 業体 験講 座を

開催 した 。  

開催期間： 通 年コ ー ス  ４月 ～３ 月  

講座回数： 年 3 0 回 （参 加 者 1 4 名）  

会  場： Ｊ Ａ尾 張中 央 小 牧 東部 営農 生活 セ ンタ ー  

 

ウ  農業 経 営基 盤強 化促 進 対策 事業  

●人 ・農 地 プラ ン 関 係  

    ・支部 長 、認定 農 業者 、認 定新 規 就農 者、農業 委 員、農地

利用 最適 化 推進 委員 等に 対 して 座談 会を 実 施 し た。座 談

会の 意見 を 踏ま え、 検討 会 にて 審議 を行 う 。  

≪座 談会 ≫  

東部 地区 ： 令和 元 年 11 月 2 5 日 （参加者 33 名） 

西部 地区 ： 令和 元年 11 月 2 6 日 （参加者 21 名） 

≪検 討会 ≫  

開催 日 ： 令 和２ 年２月 2 5 日（ 予 定 ）  
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●利 子補 給 補助 事業  

・農 業近 代 化資 金利 子補 給 補助 金 （ 対象 者 ５名 ）  

●農 業人 材 力強 化総 合支 援 事業 補助 金  

・実 績な し  

●新 規就 農 ・６ 次産 業化 講 演会  

・ 農 業 に 向 き 合 い 、 夢 に 向 か っ て 取 り 組 ん で い る 者 に よ る

講演 会を 、 ２部 構成 で開 催 した 。  

※ ＪＡ尾張中央（春日井市・小牧市）地域担い手育成総合支援協議会と共 催 

     開催 日 ： 令和 ２ 年１ 月 1 4 日（ 参加者 4 0 名）  

     会  場： ＪＡ 尾 張中 央本 店  

講  師： 中 野  公雄  氏 （愛知県６次産業化サポートセンター） 

江川  正 道  氏 （ ふ く し ま の 今 を 語 る 人 ）  

 

エ  鳥獣 等 関係 対策 事業  

●ス ズメ バ チ等 巣駆 除補 助 金  

    ・ 市民 がス ズメ バ チ等 の巣 駆除 に 要し た 費 用（ 上 限 5 , 0 0 0

円） を補 助 した 。  

※ 平 成 2 8 年 度 よ り 補 助 金 制 度 に 移 行  

      補 助実 施件 数 ： 7 5 件 （ 令 和 ２ 年 １ 月 末 現 在 ）  

   ● イ ノシ シ 被 害対 策 関係  

・ 市 東 部 地 区 （ 野 口 、 大 山 、 大 草 、 林 等 ） に お け る イ ノ シ

シ目 撃情 報 及び 農作 物の 被 害報 告 に 対し 、対策 を 行っ た。 

       捕獲 処理 実 績 ： 2 5 頭 （ 令 和 ２ 年 １ 月 末 現 在 ）  

   捕 獲 檻の 設置 状況 ： 1 5 基  

   く く り罠 ： 3 6 個  

●ヌ ート リ ア・ アラ イグ マ 等関 係  

・ ヌ ー ト リ ア ・ ア ラ イ グ マ 等 に よ る 農 作 物 へ の 被 害 対 策 の

ため 捕獲 用 檻 の 貸出 を実 施 した 。  

        貸 出件 数 ： 3 2 件 （ 令 和 ２ 年 １ 月 末 現 在 ）  

        駆 除実 績 ：ヌ ート リア ２ 頭  

アラ イグ マ ３頭  
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●ジ ャン ボ タニ シ駆 除関 係  

    ・シ ル バー 人材 セ ンタ ーに 委託 し、６ 月～ ７月 に かけ て市

西部 地区 を 中心 に、水 路 内の 卵 落と しと 成 虫の 捕殺 を実

施し た。  

●鳥 獣被 害 防止 対策 協議 会  

    ・鳥 獣 等に よる 農 作物 等 の 被害 を 防止 する ため 、対 策 方法

の検 討を 行 った 。  

※ 平 成 2 9 年 度 設 置  

≪第 １回 ≫  

開催 日 ： 令 和元 年５月 3 1 日  

 ≪ 第２ 回 ≫  

開催 日： 令 和元 年７月 1 9 日  

   ● 小 牧市 豚コ レラ 防 疫対 策会 議  

    ・ 岐 阜 県 や 近 隣 市 に お い て 発 生 し た 豚 コ レ ラ 対 策 と し て 、

市内 養豚 場 の動 向を 報告 し た。  

≪書 面報 告 ≫  

実施 日： 令 和元 年６ 月４ 日 、９ 月 1 8 日  

 

オ  農業 団 体等 支援 事業  

・ 小 牧 市 主 催 「 い き い き こ ま き 」 合 同 開 催 の 「 農 業 祭 」 に

対し て補 助 を実 施 し た。  

※ い き い き こ ま き … 農 業 祭 、 生 活 展 、 環 境 フ ェ ア 、 消 防 フ ェ ア 合 同 開 催  

≪い きい き こま き≫  

開催 日 ： 令 和元 年 11 月 1 6 日（ 土）、 1 7 日（ 日）  

        会  場 ： 小牧 市市 民会 館 ・公 民館  

        来場者数： 約 4 2 , 0 0 0 人  

≪農 業祭 ≫  

  品評 会：３ 回 開催（ ７ 月 1 0 日 、８ 月 2 3 日 、 1 1 月 1 5 日 ） 

        出 品数 ： 4 7 2 品 （ 穀 類 、 野 菜 、 果 実 、 切 り 花 等 ）  
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カ  市民 菜 園事 業  

   ・市民 の 園芸 知識 の 普及 啓発 を図 り 情操 を高 める た め、藤島

地 区 に 設 置 の 市 民 菜 園 に つ い て 、 市 民 へ 貸 出 を 実 施 し た 。 

貸出 区画 数 ： 1 3 2 区画 ／ 1 6 3 区 画 （ 令 和 ２ 年 １ 月 末 現 在 ）  

 

キ  遊休 農 地活 用事 業  

  ・市 内 に点 在す る遊 休 農地 の解 消を 目 的と し 、池 之内 地内 に

おい て 市 民 農園 とし て 整 備（再 生利 用 ）し た市 民菜 園に つ

いて 、市 民 へ貸 出を 実施 し た。  

貸出 区画 数 ： 4 6 区画 ／ 4 6 区 画 （ 令 和 ２ 年 １ 月 末 現 在 ）  

 

ク  農業 農 村多 面的 機能 支 払事 業  

・ 対 象 地 域 （ 大 草 、 野 口 、 大 山 、 林 地 区 ） に お け る 農 地 の

持つ 多面 的 機能 の適 切な 管 理・ 維持 活動 を 支援 した 。  

※ 事 業 期 間  平 成 2 9 年 度 ～ 令 和 ３ 年 度  

≪交 付対 象 面積 ≫  

        お おく さ 水土 里の 会： 田 8 5 h a、畑 ９ h a  

        野 口水 土 里の 会   ： 田 3 6 h a、畑 ４ h a  

        大 山水 土 里の 会   ： 田 1 3 h a、畑 ３ h a  

        み どり ネ ット 林   ： 田 1 8 h a、畑 ２ h a  

 

ケ  （仮 称 ）農 業公 園 整 備 事業  

・（ 仮称 ） 農 業 公 園の 建設 計 画の 推進 を図 っ た。  

    基 本設 計業 務委 託 ： 平成 31 年４月～令和３年３月 

  

コ  食育 推 進事 業  

   ● 食 育推 進会 議  

・第３ 次小 牧 市 食育 推進 計 画 に 基づ き食 育 の推 進を 図っ た。 

※ 計 画 期 間  平 成 2 9 年 度 ～ 令 和 ３ 年 度  

      ≪ 第１ 回≫  

        開 催日 ： 令和 元 年 ６月 ４ 日  
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      ≪ 第 ２ 回≫  

        開 催日 ： 令和 ２ 年 ２月 1 7 日 （ 予定 ）  

   ● 料 理教 室 （ 協働 事 業）  

・ 中 部 大 学 の 学 生 （ 食 品 栄 養 科 学 科 専 攻 ） が 考 案 し た 「 と

き め き お し ゃ れ レ シ ピ 」 を 使 っ た 料 理 教 室 を 開 催 し た 。

講師 は「 小 牧市 生活 改善 実 行グ ルー プ連 絡 研究 会」。  

開催 日：令 和 元 年 ９月 1 4 日 、令和 ２年 １月 2 5 日  

        会  場 ： 小牧 市 味 岡市 民 セン ター  
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（２ ）令 和 ２ 年 度事 業計 画 （案 ）に つい て  

ア  令和 ２ 年度 需要 に応 じ た米 生産 の推 進 につ いて  

   ● 米 の需 要量 に関 す る目 安  

・米 の生 産 数量 目標 （目 安 ）        1 , 4 9 9 t  

    ・ 配分 基準 単収          5 0 9 k g／ 1 0 a  

    ・ 作付 目 標 面積 （ 目安 ）                2 9 5 h a… ①  

・小 牧市 対 象水 田面 積          4 7 5 h a…②  

・配 分率 （ ①÷②）            6 2 . 1％  

 

イ  農業 体 験事 業  

       開催期間： 通 年 コー ス  ４ 月～ ３月  

講座回数： 年 3 0 回 （雨 天 中止 ）  

会  場： Ｊ Ａ尾 張中 央小 牧 東部 営農 生活 セ ンタ ー  

 

ウ  農業 経 営基 盤強 化促 進 対策 事業  

●人 ・農 地 プラ ン関 係  

    ・実質 的な 人・農 地プ ラン の策 定 を目 指し 、所有 者等 に意

向調 査を 実 施。把握 した 意 向を 地図 化す る。市 内２ 地区

を複 数の 集 落に 細分 化 し 、話 し 合い を実 施。話 し合 いに

よる 意見 を 基に 、人 ・農 地 プラ ン案 を作 成 する 。  

   ● 利 子補 給補 助事 業  

・農 業近 代 化資 金利 子補 給 補助 金 （ 予定 対 象者 ５名 ）  

●農 業人 材 力強 化総 合支 援 事業 補助 金  

・新 規に 補 助を 希望 する 農 業 者 に向 け 相 談 を行 う。  

●新 規就 農 ・６ 次産 業化 講 演会  

・ 学 生 、 定 年 後 世 代 な ど 就 農 へ 関 心 の あ る 一 般 市 民 を 対 象

に 、 新 規 就 農 者 の 心 得 、 行 政 に よ る 支 援 制 度 な ど を 学 ぶ

こと がで き るセ ミナ ーを 開 催す る。  

 

エ  鳥獣 等 関係 対策 事業  

・ 鳥 獣 被 害 防 止 対 策 協 議 会 を 中 心 に 、 策 定 さ れ た 「 鳥 獣 被 害



7 

 

防止 計画 」 に基 づき 事務 を 進め る。  

・ ス ズ メ バ チ 等 巣 駆 除 補 助 事 業 、 ヌ ー ト リ ア ・ ア ラ イ グ マ 捕

獲用 檻の 貸 出 、 ジャ ンボ タ ニシ 駆除 委託 等 を 実 施す る。  

 

オ  農業 団 体等 支援 事業  

・ 小 牧 市 主 催 「 い き い き こ ま き 」 合 同 開 催 の 「 農 業 祭 」 に

つい て補 助 を行 う。  

開催 予定 日 ： 令 和 ２年 11 月 2 1 日、 2 2 日  

        会  場 ： 小牧 市市 民会 館 ・公 民館  

 

カ  市民 菜 園事 業  

   ・ 藤 島市 民菜 園に つ いて 、市 民へ 貸 出を 実施 する 。    

 

キ  遊休 農 地活 用事 業  

  ・池 之 内市 民菜 園に つ いて 、市 民へ 貸 出を 実施 する 。  

 

ク  農業 農 村多 面的 機能 支 払事 業  

・ 対 象 地 域 内 ４ 団 体 の 多 面 的 機 能 の 適 切 な 管 理 ・ 維 持 活 動 を

支援 する 。  

  

ケ  （仮 称 ）農 業公 園 整 備 事業  

・（ 仮称 ）農 業 公 園 基 本設 計 業務 を実 施す る 。  

    開 園予 定： 令和 ５年 1 0 月一 部供 用 開始  


